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PTRの現況報告 
代表 ロイ･バース 

　 ここ数年のPTRの発展には目覚ましいものがあり、我々の発展に大きく寄与してくれた前代表
のホルヘ･アンドリューから多くの事案を引き継ぎ、これらをさらに推し進めていこうと思ってお
ります。 

◎会員数の増加： 
　この8月末のアメリカのメンバーシップ年度の切り替えを迎えると、PTRは30年連続で会員数の
増加を達成することになります。海外のメンバーについても、29年連続で増えてきています。今
年から、将来テニスコーチを目指す若い指導者のために新たに「Junior Apprent ice 
Membership(ジュニア見習会員）」制度を作りました。また、長年メンバーでいる方々のために
「PTR Alumni Association(同窓会)」も発足させる予定でおります。 

◎財政状況： 
　 多くの会員数と着実な証券投資によって、PTRの財政状況は素晴らしい状態です。我々は皆様
へのサービスと多くの教育機会を提供し続けてまいります。ご存知の通り2011年には新しい教育
過程と認定システムをスタートさせ、改良を重ねてきています。現在では、全てのテニスプレーヤー
のニーズに対応できる５つの過程を整えています。そして、５つのコースの内の３つのL1コースと
３つのマスター･オブ･テニスの内の２コースはNCACEという外部団体の認可を受けております。 

◎教育について： 
　 アメリカのメンバーには、更新に際して12時間の研修時間が義務付けられておりますが、PTR
は様々なコースを設けてそれに対応しやすいようにしております。10 & Under, 11 to 17, 
Performance, Adult Development, Senior Developmentの5つの基礎課程のいずれか一つ、も
しくは幾つかの組み合わせを受講受験できますし。PTR国際シンポジウムは教育機会の旗艦となっ
ています。また、アルゼンチン、中国、イギリス、イタリア、ノルウェーでもシンポジウムを開催
しております。個人的には、この5月にはイタリアテニス連盟（FIT)とPTRの共同開催によるシン
ポジウムに出席する機会を得ました。テニスディレクターやマネージャーの皆様のために｢テニス
ディレクター会議｣も開催しております。PTRTennis.tvでは、内容の充実したプレゼンテーション
を有料で提供しております。また、新たにアメリカのメンバーで登録する皆さんがとらなくてはな
らない「USTA Coach Youth Tennis Program」も、継続的教育プログラムの対象となっていま
す。また、全米大学テニス協会(ITA)、テニス事業協会(TIA)、USPTAとUSTAの教育プログラムも
その対象となっています。 

◎PTRテニス殿堂： 
　 今年のシンポジウムではアーサー･アッシュ氏のPTRテニス殿堂入りのセレモニーが行われまし
た。私は16歳の頃からATPのツアーで彼と対戦をしていたので、格別の想いがありました。アッ
シュ氏の発案で、PTRは｢ACEプログラム｣という有色人種のテニスコーチ養成プログラムをスター
トさせました。USTAや関連団体の理解を得て、ACEプログラムは順調な活動を続けています。 



　 2016年のシンポジウムでは、ビリー･ジーン･キング女史のPTR殿堂入りセレモニーが行われま
す。女性初の殿堂入りとなり、これで5名となります。彼女がPTRに非常に理解を示してきてくれ
ていることから、PTRは女性のコーチのためのさらなる教育機会を展開するつもりでおります。 

◎スタッフについて： 
　CEOとして30年間務めてくれているダン･サントラムを中心とした素晴らしいスタッフに恵まれ
ています。PTR理事会は、今までに増して前向きな活動を続け、この組織とテニスの発展のため
に尽くす所存であります。 

◎デニス･バンダーミーアの足跡： 
　 PTRはデニス･バンダーミーアが設立しました。代表としての私の目標はその設立理念を維持し
続けることにあります。我々の組織がしっかりとしていられるのは、会員一人一人の皆様のお陰
です。従来にもましての多くの教育機会を皆様に提供し、スポンサーであるHEAD､Penn､adidas
の業界各社、全米大学テニス協会(ITA)、国際テニスの殿堂(ITHF)、テニス事業協会(TIA)、
USPTA、World Team Tennis、USTA、そして、世界各国のテニス協会と手を携えて活動を続け
てまいります。PTRのメンバーであることを誇りに思ってください！ 
 
PTRを一言で表すと、「最高！」です、


